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よび循環の研究あるいは内耳有毛細胞の物質代謝の研究が重要と思われる。 1954年 C ・ A Smith は内・
外リンパ液が細胞内外液と類似の特異的な Na ， K イオン構成を有する事を明らかにして以来， 内外リン
パ液聞の関係乃至循環の問題が注目きれて来た。著者はこの方面の検討をメニエル氏病と類似の疾患と考









対象動物に100 mg/kg の acetazolamide sodium ( Lederle )を腹腔に注射し， 1, 3, 6 , 12 ， 24 ，時間后，
Wittrnaack 固定液にて山Jf!の方法に従い生体固定を行ない蝿牛迷路の Haematoxylin-Eosin 染色を行な
っ Tこ。
③ 実験成績:
( 1 ) 蝿牛管，ライスネル膜の膨隆等，内耳水腫の所見は認められなかった。








対象正常モノレモツトおよび100 mg/kg の acetazolamide sodium 腹腔注後 1 時閉店， 24時間後のモル
モツトを lã ちに断頭潟血， Bulla を開般し， j1円窓，および卵形嚢より，ガ、ラス毛細管(経100--300u ) 
にて内外リンパ液を採取， Na ， k，イオンを計測した。
⑦ 実験成績:
( I ) 正常モルモツトおよび acetazolamide sodium 投与モルモツト共に，内リンパは高カリウム，低
ナトリウム値を，反対に外リンノ fは l肖ナトリウム，低カリウム他を IJえした。







を行なった。次いでコロシウム肢を丹]l' free floating を行なった Hausler 変法にてモルモツトの蛸牛迷
路を非脱灰にて同様染色した。
( I) Häusler 法にてラツテ，モルモツト，および人聞の刻/fH肖の近位以細管に炭酸脱水昨季;の強度活
牲を認めた。人間腎における活性部位は近位尿細管上皮細胞のi畳間f減，すなわち brush border と忠われ
る部位に活性を認めた。
( ][) コロジウム膜上に切片を置いて free floating を行った場合も発色に差は j認められなかった。
(貰) モルモツト踊牛血管帯に一致して炭酸脱水酵素の活性を認めた。
(C) 総括
① acetazolamide sodium 投与により内耳波および蛸牛迷路血析帯に変化を認めた。























ロジウム肢を介し Häusler 法に従い反応を進行させた。この Häusler 変法において，ラツテ，モルモツ
ト，人間の腎の活性が Häusler 法と|司様認めることが出来たっ 内耳血管帯にも炭酸脱水酵素が存在する
ととを乙の Häusler 変法により催認した。
以上本論文は円耳の物質代謝，分泌機構解明のための 1 つの万法として acetazolamide 投与による内耳
血管帯の特異な反応を認め内耳液には電解質の変動を観察することが出来た。更に内耳血管帯の炭酸脱水
酔素の組織化学的証明に成功し，内耳物質代謝の基礎的知見を得ることが出来fこ。
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